
2022 年 12 月 1 日 

2022 年「ジェネリック医薬品の日」記念講演会開催案内 

NPO 法人ジェネリック医薬品協議会 

当会は、ジェネリック医薬品（後発医薬品）の啓発と普及推進に資するために活動を行っており、その一環

として 2019 年 10 月にジェネリック医薬品の日（12 月 22 日）を、一般社団法人日本記念日協会にて制定しま

した。そしてそれ以降、記念日にちなんだ様々な取り組みを行ってきました。今年も来る 12 月 22 日（木）に

下記の要領で記念講演会（参加無料）を開催いたします。 

昨今、我国ではいろいろな背景からジェネリック医薬品の供給が大きな問題となっており、国を始め行政、

製薬企業等でいろいろと善後策が論じられています。当会は今年の取り組みの一つとして、ジェネリック医薬

品の安定供給を課題としており、これに基づき標記の記念講演会を行うことにいたしました。現状の問題点を

整理し今後にむけて諸課題を提言していただくために、下記の方々に講演をしていただくことになりました。 

つきまして、ここにご案内申し上げます。 

記 

⚫ 日 時： 2022 年 12 月 22 日（木）午後 1 時半～午後 4 時 15 分 （開場は午後 1 時 15 分） 

⚫ 場 所： 東京・学士会館 202 号室（新型コロナウイルス感染防止対応） 

東京都千代田区神田錦町 3-28 電話：03-3292-5936 

⚫ テーマ： ジェネリック医薬品の課題対策と今後に向けて ―安定供給を確保するために― 

⚫ 趣 旨： 現在、種々の背景からジェネリック医薬品の安定供給が大きな問題となっている。これを改

善するためには製造の現場から使用する医療の現場（患者への対応）にいたるサプライチェーンを俯瞰

した対応が必要である。今後にむけて諸課題を整理し演者から提言をいただき検討する。 

⚫ 講 演：  

新潟大学医歯学総合病院薬剤部 部長・教授  外山 聡 氏 

「医療用医薬品の限定出荷・出荷停止に伴う病院における混乱とその対応」 

ジェネリック医薬品を主とした医療用医薬品の安定供給に、不安がある状態が続いている。医療

用医薬品の限定出荷・出荷停止が起こっても、患者さんの薬物治療への影響が最小となるよう、

採用、在庫管理、代替薬確保等に奔走している病院薬剤部門の実態を紹介する。加えて、現場で

感じている薬価制度等の問題点を述べ、安定供給の確保を議論するための話題を提供したい。 

 

東京新聞（中日新聞東京本社）編集委員  五味 洋治 氏 

「ジェネリック薬をめぐる課題と、その未来」 

昨今のジェネリックメーカーの事案は、政府が普及を急いだ事情があるにせよ、品質に対する意

識のゆるみを窺わせる。もう一度、医薬品製造の責任を認識してほしい。医療現場では必要な薬

品の入手困難な状況が続く中、正確で迅速な供給情報が望まれ、自発的な取り組みも始まってい

るが、まだまだ不足だ。ジェネリック薬の信頼回復とともに、国民も医薬品への理解を深める必

要がある。普及が進んだジェネリック薬は、薬価や規制など制度も含めた構造的見直しの時期を

迎えているのではないか。国民的議論を踏まえた改革が必要だ。 

 

⚫ 主 催： NPO 法人ジェネリック医薬品協議会（GEDA） 

⚫ 後 援： （公）日本薬剤師会 （一社）日本病院薬剤師会 （公）日本薬剤学会 

（一社）日本ジェネリック医薬品・バイオシミラー学会 



⚫ 新型コロナウイルス感染症対応とネット開催について： 

施設使用とイベント運営については感染対策に万全を期します。 

しかし社会の感染状況と国・自治体等の措置により、対面開催ができなくなった時は、Zoom によるネッ

ト開催に切り替え、参加予定者にはその旨をメールにてお知らせします。 

※ネット開催になった時のみ参加を希望される方は、その旨を付して参加申込をしてください。 

 

⚫ 参加申込・問合せ先： NPO 法人ジェネリック医薬品協議会事務局 

〒413-0232 静岡県伊東市八幡野 1079-67  TEL：0557-52-4886 FAX：0557-55-7642 

Mail：info@ge-da.org  ホームページ：http://www.ge-da.org 

※参加ご希望の方は下記短縮 URL または QR コードの Google フォームより 

お申し込みください。https://00m.in/geday 

※上記フォームを利用できない方は、所属組織、部署、役職、氏名、メールア

ドレス、電話番号、住所、ネット開催の場合の参加有無を、上記事務局に

お知らせください。 

 

https://00m.in/geday

